別紙３
＜記載要領＞

論　　　文　　　目　　　録

　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　学位論文　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　　（注）英文のときは和訳を(　)内に併記すること。

　公表の方法　　広島大学学術情報リポジトリに全文又は要旨を公表するほか，次のとおり公表する。
　

　第２章　　　　　参考論文の１　
　第４章　　　　　参考論文の２
　　　　
　参考論文　（注１）
　　＜記載例＞

1　著者名，題目，雑誌名，巻（号），頁（最初と最後の頁），発行年，査読有，【学位要件論文】（注2）
2　著者名，題目，雑誌名，（受理年月日），査読の有無

3　著者名，著書名，題目，頁，出版社名，発行年

4　特許権者名（または，発明者名），発明の名称，特許番号　（注3）

5　特許出願者名（または，発明者名），発明の名称，特許出願公開番号　（注3）

　　　　（注１）参考論文とは，学位論文提出者がすでに公表した学術論文，著書，特許，Proceeding等のうち，内容が学位論文と直接関係あるものを示す（受理，印刷中を含む）。引用程度にとどめられたものは記載しない。　　　　

　　　　（注２）博士の学位申請要件となる論文については，【学位要件論文】と記載すること。

（注３）特許及び特許出願が公開されているもので，内容が学位論文と関係するものについては記入してもよい。

	◎課程博士の学位論文に係る参考論文について（ H29.1.23 研究科代議員会）

　　課程博士の学位論文申請に係る参考論文には，審査制度のある学術誌に，申請者が博士課程後期に実施した研究を基に作成し，かつ，第一著者として発表した学術論文（学位要件論文）が一編以上含まれていなければならない。

　　　この取扱は，平成２９年度から適用する。


	論　　文　　目　　録
氏　　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
学　位　論　文
　　　
公表の方法　広島大学学術情報リポジトリに全文又は要旨を公表するほか，次のとおり公表する。
参　考　論　文



備考　（備考は削除してください）
　１　学位論文及び参考論文については，論文題目，公表の方法，公表年月日及び冊数を記載すること。

　２　論文題目が外国語の場合は，和訳を付けて，外国語，日本語の順序で列記し，日本語は（　）内に記載すること。
　３　参考論文が2編以上ある場合は，列記すること。

　４　論文をまだ公表していないときは，公表の方法及び時期の予定を記載すること。

　５　引用している特許、および、特許出願が公開されているものは、参考論文に記載することができる。
　５　論文の要旨は，4000字以内とすること。なお，英文の場合は，1500ワード以内とする。
　６　用紙の規格はA4とし，縦にして左横書とすること。
